
 

環境教育指導資料 

学校における環境教育の一層の充実 

熊本県教育委員会 

教科等における取組 

学校版環境ＩＳＯの取組 「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の取組 

平成２４年４月 



 エネルギー・環境問題等は、人類の将来の生存と繁栄にとってはもちろんのこと、資源の乏しい我が

国にとって重要な課題です。２１世紀に生きる子どもたちには、環境や自然と人間とのかかわり、環境

問題と生活様式とのかかわりなどについての理解に基づき、環境の保全やよりよい環境の創造、持続可

能な社会づくりのために主体的に行動できる実践的な態度や資質、能力を育成することが求められてい

ます。また、豊かな自然や身近な地域の中での様々な体験活動を通して、自然に対する豊かな感受性や

生命を尊重する心、環境に対する関心等を培うことも必要です。 

 このような背景から、改正された教育基本法及び学校教育法には、「環境保全に寄与する態度を養う

こと」が教育の目標として明記されています。また、これらを受けて、新学習指導要領には、環境教育

に関する内容の充実が図られています。 

 

 

 

 

 

学校における環境教育のねらいは、「環境から学ぶ」「環境について学ぶ」「環境のために学ぶ」の
３つに整理することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 環境教育を進めるに当たっては、自然や社会の事物・現象を多面的・総合的にとらえることができる

ようにすることが重要です。そのためには、例えば、次のような視点を児童生徒が意識するように指導

することが大切です。 

 

 

 

 

また、環境教育においては、環境に積極的に働きかけ、環境保全やよりよい環境の創造に主体的に関

与できる能力を育成することや、生活環境や地球環境を構成する一員として、環境に対する人間の責任

や役割を理解し、環境に積極的に働きかける態度を育成することも重要です。そのためには、例えば、

次のような能力や態度の育成を図ることが大切です。 

【教育基本法】第２条（教育の目標） 
四 生命を尊び、自然を大切にし、環境保全に寄与する態度を養うこと 

【学校教育法】第２１条（普通教育の目標） 
二 学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊重する精神並びに 

環境の保全に寄与する態度を養うこと 

 

学校における環境教育の必要性 

学校における環境教育の基本的な考え方 

 

環境教育の実施に当たって 

校における環境教育の必要性 

 

「環境について学ぶ」 
環境に関する 

見方や考え方の育成 

「環境から学ぶ」 
環境に対する 

豊かな感受性の育成 

 

「環境のために学ぶ」 
環境に働きかける 
実践力の育成 

環境教育のねらい 

 

 

■ 課題を発見する力 

■ 推論する力 

■ 計画を立てる力 

■ 情報を活用する力 

 

能力 
■ 合意を形成しようとする態度 

■ 公正に判断しようとする態度 

■ 主体的に参加し、自ら実践しよ 

うとする態度 

 

態度 

環境教育で重視する能力と態度 【例】 

 

 環境をとらえる視点 【例】 

循 環 多様性 生態系 共 生 有限性 保 全 



 

 

環境教育全体計画には、各学校の実態や地域の特色を踏まえ、「環境をとらえる視点」及び「環境教

育で重視する能力や態度」を明確にし、位置付けることが必要です。年間指導計画においても、それを

基に、各教科等において、どの段階で、どの視点をとらえさせ、どの能力や態度を指導するのかを明記

することが大切です。次の手順に沿って、環境教育全体計画・年間指導計画の見直しを進めましょう。 
 

（１）「環境をとらえる視点」を明確にする  【山都町立清和小学校の例】 

 

 

 

 

 

（２）「環境教育で重視する能力と態度」を明確にする  【山都町立清和小学校の例】 
 (ア) 

問題を発見
する力 

(イ) 
計画を立てる力 

(ウ) 
推論する力 

(エ) 
情報を活用する力 

(オ) 
合意を形成しようとす

る態度 

(カ) 
公正に判断しよう
とする態度 

(キ) 
主体的に参加し、自ら
実践しようとする態度 

低
学
年 

身の回りの

自然のおも
しろさや不
思議さに気

付くことがで
きる。 

計画や順序を知

って、見通しをも
って活動すること
ができる。 

体験・学習したこと

を基に、身近な環境
について考えること
ができる。 

多様な手段によっ

て伝えることができ
る。 

身の回りの環境につ

いて、自分の考えや
意見をもって表現する
ことができ、相手の意

見をしっかりと聞くこと
ができる。 

自分の生活を振り

返り、善悪の判断
ができる。 

自分たちの生活や地

域の出来事について
身近な人々と進んで
交流することができ

る。 

中
学
年 

地域の環境

や環境問題
に対して、自
ら課題を発

見することが
できる。 

見通しをもって、

計画的に観察・実
験・調査等を行う
ことができる。 

地域の環境にかか

わる事物・現象につ
いての問題解決の
過程で、実験・観

察・調査から、その
結果と地域の環境
の関わりについて

考えることができ
る。 

地域の環境や環境

問題に関して、観
察・調査して情報を
収集したり、効果的

に活用したりして伝
えることができる。 

地域の環境や環境問

題についての自分の
考えやその根拠、意
見をもって表現すると

ともに、相手の考えと
の共通点や相違点を
整理して、考えをまと

めたリ、意見を述べ合
ったりすることができ
る。 

地域の環境や環

境問題の学習の
成果と日常生活と
を関連させること

によって、自分の
生き方について
考えることができ

る。 

地域の環境を見つ

め、環境問題に関する
情報収集に意欲的に
取り組んだり、人との

意見や情報の交換を
行ったりしながら、考
えを深めることができ

る。 

高
学
年 

ふるさとの環
境や環境問

題に対し、進
んで働きか
け、自ら課題

を発見する
ことができ
る。 

得られた情報か
ら、解決するため

の予想を立て、そ
の予想に基づい
て、観察・実験・

調査等の計画を
立てることができ
る。 

ふるさとの環境にか
かわる事物・現象に

ついての問題解決
の過程で、様々な
データやグラフを解

釈したり、事物・現
象の原因と結果の
関係を考えたりして

推論することができ
る。 

ふるさとの環境や環
境問題に関して、情

報の収集・選択を行
い、分類・整理など
の処理を行ったうえ

で、相手の状況など
をふまえて発信・伝
達することができ

る。 

ふるさとの環境や環境
問題について自分の

考えをもって表現する
とともに、相手の立場
や考えを理解し、合意

を形成しようとすること
ができる。 

ふるさとの環境や
環境問題につい

て多面的、総合
的にとらえようと
するとともに、実

証的に考え、合
理性や客観性を
伴った公正な判

断をしようとする
ことができる。 

ふるさとの環境や環境
問題に関する情報収

集や議論に主体的に
取り組み、情報交換を
行いながら考えを深

め、保全活動などに自
ら進んで加わろうとす
ることができる。 

 

 
 
（３）全体計画の見直し 

 

 

 

（４）年間指導計画の見直し  【山都町立清和小学校の第６学年の年間指導計画を参考に作成】 
 

教科等 ４月 ５月 ６月 

国語 
イースター島にはなぜ森林がないのか 

【④-(オ) (カ)】 

学校のよさを宣伝しよう 

【④-(エ)】 

意見を聞き分けよう 

【④-(オ)】 

理科 
わたしたちをとりまくかんきょう 

【③④-(ア)】 

ものの燃え方【④-(ウ)】 

体のつくりとはたらき【②-(ア)】 

植物の成長と日光や水とのかかわり 

【②③-(イ) (ウ)】 

家庭 
 くふうしよう朝の生活 

【①-(ア) (イ)】 

きれいにしようクリーン大作戦 

【③-(エ) (キ)】 

①豊かな感受性 ②生命尊重 ③循環・有限性 

④自然や社会の事物・現象  ⑤環境保全 

    環境教育全体計画・年間指導計画の見直し 
 

清和小学校は、「環境教育で重視する能力と態度」を発達 
段階に応じ、分析しています。 

清和小学校は、例示された「環境
をとらえる視点」を基に、独自の
視点に整理しています。 

全体計画に明記する各学校の環境教育の目標は、環境教育
の３つのねらいに則して設定することが望まれます。 

「環境をとらえる視点
（上記①～⑤）」と「環境
教育で重視する能力と
態度（上記(ア)～(キ)）」
を明記し、年間を通して
バランスよく指導できる
ようにしています。 

※例：【④-(オ)】 

教科等における取組Ⅰ 



 

 

各教科等との関連を図った指導の中でも、特に、総合的な学習の時間においては、教科の枠を超えた

横断的・総合的な取組を一層充実させていくことが必要です。ここでは、山都町立清和小学校の、総合

的な学習の時間を中心とした総合単元による環境教育の取組を紹介します。 

なお、清和小学校では、単元計画の中にも、「教科等における取組Ⅰ」で紹介した清和小学校独自の

「環境をとらえる視点」及び「環境教育で重視する能力と態度」を明記しています。 

【山都町立清和小学校の取組】 

【第３学年 環境教育テーマ】  清和の自然にふれよう（川と森）     

ねらい：○児童の身近にある木を通して、清和の自然やくらしと出会わせるとともに、身近な自然と触れ合う体

験を通して、命の大切さを感じ取り、清和の自然や文化への興味・関心を高めていく。 

○児童が感じる疑問等を学習課題に取り上げ、課題解決学習の基礎を身に付けさせていく。 

【総合的な学習の時間における単元計画：１学期】 

月 道徳の時間との関連 総合的な学習の時間 教科・特別活動等との関連 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

    

   

日
常
活
動 

行 
 

事 

 

学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
組
、
エ
コ
週
間
、
た
て
わ
り
班
活
動 

茶
つ
み
、
芋
植
え
、
花
植
え
、
環
境
週
間
、
人
権
の
花
運
動 

 

 

 

 

 

 

 

 

   各教科等と関連付けた環境教育の取組 

 

環境教育の実施に当たって 

校における環境教育の必要性 

<理科>「植物の育ち」 
【視点④(イ)】ヒマワリ等の種をまいて成長の
過程を調べ、成長のきまりについて考える 

<国語>「かんさつしたことを書こう」 
【視点④(イ)】生活の中で観察して気付いた
ことを文章に書く。 

<国語>「自然のかくし絵」 
【視点④(イ)】昆虫の生態に興味をもち、進
んで内容をまとめたり、感想を出したりす
る。 

<学活>「学級の問題について話し合おう」 
【視点④(ア)】楽しい学級生活が過ごせるよ
うに、学級の問題を考える。 

<社会>「学校のまわり・町の様子」 
【視点④(キ)】自分たちの住んでいる身近な
地域の地形、土地利用の様子について調
べる。 

<理科>「こん虫を調べよう」 
【視点④(イ)】身近な昆虫の成長過程や体
のつくりを調べ、成長のきまりを考える。 

<理科>「動物のすがたとかんきょう」 
【視点④(エ)】身の回りの生物の様子を調
べ、生物とその周辺の環境との関係につ
いて考える。 

<学活>「水俣のあおい海」 
【視点④(カ)】水俣病の原因がメチル水銀
であることを知り、利益のためにたく
さんの犠牲をはらったことのおかしさ
について考える。 

「清和の春を感じよう」 

【視点②④(ア) (キ)】 

「自分の木」を決めて、木で遊
んだり、木の生き物を観察した
りして、木や木に住む生き物に
関心をもつ。 

「清和の夏を感じよう」 

【視点②④(ア) (キ)】 

・木を観察したり、木に住む生
き物を探したりして、季節によ
る変化に気付く。 

 
・川遊びや川に住む生き物探
しをして、清和の川を調べる。 

「はじめての尾瀬で」 
自然愛・動植物愛3-(2) 

【視点③(カ)】 
自然のかけがえのなさ

に気付き、自然や動植物
を大切にしようとする心情を
育てる。 

「祭りだいこ」 
郷土愛4-(5) 

【視点①②(キ)】 
郷土の行事などに進ん

で参加し、郷土の人々や
文化に親しもうとする心情
を育てる。 

【参 考】 
各教科等の学習内容から、学習内容そのものが環境教育の指導内容と重なるものと、関連する題材を扱うことで

環境への関心を高めるものとに整理することで、様々な教科等において環境教育が取り組みやすくなります。 
参考のため、上記の清和小学校の単元計画の各教科等の単元（題材）を次の２つに色分けしています。 
 

題材や教材そのものが環境教育になるもの 
〈例：理科〉「自然環境の保全と科学技術の利用」の指導 

題材や教材が環境教育との関わりをもっているもの 
〈例：国語科〉環境に関する説明的な文章を扱った「読むこと」の指導 

 

「環境をとらえる視
点」と「環境教育で
重視する能力と態
度」を明確にし、位
置付けています。 
※「教科等における取
組Ⅰ」のページの
（４）参照 

総合的な学習の時間と各教科
等の接点を探り、有機的に関連さ
せることで、環境教育の一層の充
実を図ることができます。 

教科等における取組Ⅱ 

<理科>「植物の育ち」 
【視点④(イ)】ヒマワリ等の種をまいて成長
の過程を調べ、成長のきまりについて考
える。 

<学活>「学級の問題について話し合おう」 
【視点④(ア)】楽しい学級生活が過ごせる
ように、学級の問題を考える。 

<国語>「自然のかくし絵」 
【視点④(イ)】昆虫の生態に興味をもち、進ん
で内容をまとめたり、感想を出したりする。 

<国語>「かんさつしたことを書こう」 
【視点④(イ)】生活の中で観察して気付い
たことを文章に書く。 

<理科>「こん虫を調べよう」 
【視点④(イ)】身近な昆虫の成長過程や体
のつくりを調べ、成長のきまりを考える。 

<理科>「動物のすがたとかんきょう」 
【視点④(カ)】身の回りの生物の様子を調べ、
生物とその周辺の環境との関係について考え
る。 



 

 

児童生徒の身近な問題から体験を通して学習していくことは、自分と環境問題との関係を考え、自分

にできるところから環境保全に取り組んでいこうとする意欲や態度を育てるために有効です。保護者や

地域等の理解と協力の下、多様な体験活動を充実させることを一層重視する必要があります。 

 

 

活動項目 具体的な活動 

◇自然観察 ○樹木・野草・昆虫観察 ○バード・スターウォッチング等 

◇飼育栽培 ○動物の飼育 ○花・野菜の栽培等 

◇環境調査 ○生き物調べ ○水質調査等 

◇施設見学 ○清掃工場 ○上下水道施設等 

◇啓発活動 ○作文・標語・壁新聞・ポスターの作成等 

◇学校版環境ＩＳＯ ○省エネ活動 ○リサイクル活動 ○ごみの分別等 

◇「水俣に学ぶ 

肥後っ子教室」 

○水俣市立水俣病資料館・熊本県立環境センター等訪問 

○「語り部」講話等 

◇その他 ○環境イベントへの参加 ○学習発表会 ○農業体験等 

 

 

 

 

 

① ねらいに沿った体験活動を工夫すること 

② 児童生徒の成長の過程や実態を踏まえること 

③ 地域の実情を踏まえること 

④ まとまった時間を確保すること 

⑤ 各教科等における学習指導との関連を図ること 

 

 

体験活動を実施するに当たり、学校として保護者や地域の関係機関・ＮＰＯ法人等の団体・施設等に

理解と協力を求め、学校外での活動の場や指導者を確保することで、さらに充実した成果につながるこ

とが期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  環境教育における豊かな体験活動の推進 

 

環境教育の実施に当たって 

校における環境教育の必要性 
Ｑ１ 多様な体験活動とは？ 

【参 考】環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律 

（平成２４年１０月１日 全面施行） 

国においても、法律を改正し、行政・企業・民間団体等、各主体による環境教育の 

取組を支援するとともに、各主体が協働した取組の推進を図っています。 

今後、公共機関、企業・ＮＰＯ法人等によるプログラムの提供や講師派遣等、学校 

の環境教育に対する支援が活発になってくることが予想されます。 

 本県においても、熊本県環境基本条例に基づき策定された熊本県環境基本計画 

（Ｈ２３・３）に、環境教育に関する指導者の育成や活用推進について示されています。 

環境問題の現状やその原因等についての知識の習得だけではなく、実際の行動に結びつけるために

は、体験活動により、学習者が自ら体験し、「感じる」、「わかる」というプロセスを繰り返すことが大切です。 

感じる 

わかる 

体験活動 

Ｑ２ 体験活動を計画するに当たって配慮することは？ 

 

Ｑ３ 体験活動を一層充実させるには？ 

 

宿泊教室等での体験活動も、

教育課程上の位置付けを明確に

して計画することが必要です。 

【参 考】 
荒尾市立荒尾第三中学校では、生徒が牛乳 

パックを利用した紙すき体験を行いました。 

生徒は、体験を通して、和紙の美しさや廃材 

利用のよさを感じ取り、身に付けた紙すきの方 

法をＰＴＡ活動時に、保護者に教授しました。 【生徒による紙すき体験活動】 【保護者への紙すきの指導】 

前回の体験活動
での学びを生か
した取組へ 

太陽光発電施設の見学 
【荒尾市立荒尾第三中学校】 

教科等における取組Ⅲ 



 

 

現在、県内すべての小中学校が学校版環境ＩＳＯに取り組んでいます。各学校においては、この取組

を一層充実させるとともに、家庭や地域にも取組を広げたり、地域の取組との連携を図ったりして、社

会全体で環境保全活動が推進されるよう働きかけていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  校 
学校版環境ＩＳＯの取組 

 

 学校版環境ＩＳＯの取組 

 

環境教育の実施に当たって 
校における環境教育の必要性 

 

すべての委員会で取り組む学校版環境ＩＳＯ 
 すべての委員会活動に学校版環境ＩＳＯに関連する取組を
位置付け、常時活動として取り組んでいます。 

【八代市立坂本中学校】 
執行部 生徒総会の運営、教室の机・棚の整理チェック 

環 境 

ゴミの計量（毎週）、ごみの分別、美化コンクール、学校
版環境ＩＳＯについての取組発表（文化祭）、環境テスト
問題作成、置き傘チェック、坂中エコワーク・坂中 ISOコ
ーナーの整理、環境家計簿（家庭版環境 ISO）の整理・掲示 

生 活 
電気使用量チェック・電気使用量グラフの作成、掲示物
チェック 

健 康 
歯磨きチェック（節水の呼びかけ）、残食チェック、廃油
石鹸づくり 

広 報 節電・節水の放送、ホームページ作成 

学習文化 
教室にある紙の回収、分別、リサイクル・リユースコーナ
ーの整理 

体 育 体育倉庫の整理・整頓 

図 書 「環境の本」コーナーの設置と紹介、本の分類 

 

「エコフェスティバル」の開催・エコｅｃｏ通信 
学校が発信源となり、校区全体で身の回りの環境に対する

認識を深めるため、エコフェスティバルを開催し、学校版環境 
ＩＳＯの取組などを紹介しま 
した。また、エコ通信を作成 
し、校区全体に配布しました。  

【山鹿市立三玉小学校】 

（ ）山鹿市立三玉小学校 ７月号 平成２１年７月１７日 金

環境啓発新聞 ～学校から家庭へ、地域から地域へ、そして世代から世代へ～

月５日(日)は、授業参観及びエコ･フェスティバル７

にたくさんご参観いただきありがとうございました。
授業参観では、それぞれの学年で、環境学習をテーマ

に授業が行われました。１年生は、大切に育てたあさが
おの花を使っての染め出し。２年生は、道徳の学習で生
命尊重について学習しました。３年生は 「私もできる、
よエコ活動」と題して家庭でできるエコ活動について考
えました。４年生は、三玉の自慢でもある一ツ目水源の
「ほたる」について発表しました。５年生では、ごみの

、 。分別について ４つのＲ活動について親子で考えました
６年生は、三玉の自慢について壁新聞にまとめ、自分た

。 、ちに何ができるかを考え発表しました 各学年の授業は
いかがだったでしょうか。

また 『エコ･フェスティバル』では、４年生が三玉戦隊、
エコレンジャーになって三玉小の校内のエコの取り組み、
を紹介。後半は、ＰＴＡや地域の方々を交えてパネルディ
スカッションもあり、身近な環境問題について考えること
ができました。なべ布団のアイデアや今と昔の遊びの違い

地など考えさせられる内容も多くありました。これからも
域・家庭・学校が協力しながら、地球に長生きしてもらうため
のエコについて考えたいものです。

今年度も引き続き登校班の班長さんを中心にゴミ拾
い登校をがんばっています。今年度は、毎週水曜日に
行われることになりました。タバコやペットボトルな
どずいぶん減りましたが、まだまだ落ちているようで
す。自分たちの地域をきれいにするためにがんばりま
す。あわせて、帽子を取ってのあいさつも心がけてい
きたいと思います！！

１０日(金)に環境レポーターの委嘱式があり、
環境レポーター活動が始動しました。１２日(日)
には、さっそく各地区長さんに、ゴミの分別や回
収場所、また地区のすばらしいところをレポート
させていただきました。これから尐しずつ紹介し
ていきたいと思います。
またこの日は、資

源ゴミ回収でした。
湧尾地区では、回収
後、地区の空き缶拾
いが行われていまし
た。気持ちのいい汗
を流していたようで
す。

♪この「エコ通信」は、地球にやさしい再生紙を使用しています。

地域と協働した取組 
縦割り班ごとに当番日を決

め、学校から出た資源ゴミを地
域の指定場所に運び込み、地域
の方と一緒に分別活動を行って
います。 
【天草市立宮野河内小学校】 

「家庭版環境ＩＳＯ」の取組 

子どもと保護者が話し合い、環境に役立つ活動を３項目程度宣言し、家庭におけ
る自分たちの生活を見直す取組を行っています。 
宣言した項目の取組状況については、毎月３段階で評価しています。 

                   【山都町立清和小学校】 

 
 
 
 
 
 

 
 

【各家庭での宣言項目】 〈家庭での実践〉 【各家庭での振り返り】 

地 域 
環境保全活動の企画・実施 

家 庭 
家庭版環境ＩＳＯの取組 

地域の取組への参加 取組の啓発 

① 教科等との関連強化（学校版環境ＩＳＯの意義理解） 

② 「見直し」の強化（結果の「見える化」） 

③ 学校総体としての取組強化（学級・委員会等での取組） 

取組を充実させるポイント 



 

 

  

「水俣に学ぶ肥後っ子教室」は、５年生を対象とした事業ですが、５年生だけの単発的な

学びに止まらず、６年生、中学生へと継続して学習することにより、学習を深めたり、広げ

たりすることが大切です。                   

また、学んだ成果を家庭や地域に発信するなどして、啓発を図っていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※ 環境の保全や環境問題の解決に意欲的に関わろうとする態度や能力を育成するために、本教室を環

境教育・人権教育の年間指導計画に位置付け、系統的・計画的に学習していくことが大切です。 

 

 

 

 宇城市立小川小学校では、「人との出会いを大切にした人権学習を目指して」をテーマに、

「水俣に学ぶ肥後っ子教室」に取り組んでいます。取組の成果は、授業参観や校内学習発表

会、地域行事の「人権フェスタ in宇城市」などを通して、家庭や地域に発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習発表会で発信】                       【地域の人権フェスタで発信】 

「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の取組 

 

環境保全活
動への実践
意欲や態度 

学校や家庭での実践 
 

・学校版環境ＩＳＯ活動の見直し 

・家庭での取組 など 

地域での取組参加 
 

・地域で実施される環境 

保全活動への参加 など 

地域の取組を 
企画・実施 

・地域における環境保全 

活動の企画・実施 など 

６年生、中学校へと発展させる例 

家庭や地域に発信する例 

水質検査の結
果、小川町を流れ
る砂川の水はきれ
いだと分かりまし
た。 

熊本県の豊かな水
を守っていくために、
川を汚す原因になる
ものを流さないように
しましょう。 

人間にとってより
よい生活を求めす
ぎた結果、犠牲に
なったのは、自然で
した。 

水俣病の患者さん
の苦しみや悲しみを知
り、水俣病を二度と起
こしてはいけないと改
めて思いました。 

５年生（１年次） ６年生（２年次） 中学生（３年次） 

差別や偏見
を許さない
心情や態度 

水俣病の基礎的な理解 

・原因や歴史 

・患者さんの思い など 

水俣病と差別 

・部落差別 

・原爆被爆者への差別 など 

私たちと水俣病 
・東日本大震災の風評被害 
・創作資料 
「今の水俣を伝えたい」など 
・水俣病資料館への再来館 



 

 

 

 

ＥＳＤとは、持続可能な発展のための教育（Education for Sustainable Development）の 

頭文字を取ったものです。 

  地球規模の環境破壊やエネルギー・水などの資源保全が問題化されている現代におい 

て、人類が現在の生活レベルを維持しつつ、次世代も含むすべての人々に、より質の高 

い生活をもたらすことができる状態での開発を目指すことが重要な課題となっています。 

  このため、個人個人のレベルで地球上の資源の有限性を認識するとともに、自らの考 

えをもって、新しい社会秩序を作り上げていく、地球的な視野をもつ市民を育成するた 

めの教育に期待が寄せられています。 

 

 

 

  持続可能な社会づくりに関する課題は、 

広範囲の多くの要素が複雑に絡み合って 

います。ＥＳＤは、こうした課題に対して､ 

多面的・総合的に取り組むことが求めら 

れます。したがって、学校におけるＥＳ 

Ｄの推進に当たっては、学校教育活動全 

体を通して、学習を展開していく必要があ 

ります。 

ＥＳＤ誕生の背景 

学校におけるＥＳＤの推進 

ＥＳＤと環境教育との関係 

ＥＳＤ 
 ＥＳＤをとらえる視点  

① 相 互 性  

② 多 様 性 

③ 有 限 性 
 

④ 公 平 性 

⑤ 責 任 性 

⑥ 協 調 性 

環境教育 
 環境をとらえる視点  

・循環・生態系・共生・保全 

・多様性 

・有限性 

人権や生命が尊重され、他者を犠牲にすることなく、権利や
恩恵が公平に授けられること 
 一人一人がその責任と義務を自覚し、他人任せにするので
はなく、自ら進んで行動すること 
 
意見の異なる場合や利害の対立する場合などにおいても、

互いに協力して問題を解決していくこと 
 

＝ 

＝ 

＝ 

ＥＳＤ 

環境教育 

エネルギー 
教育 

その他関連
する教育 

人権教育 

食 育 
国際理解 
教育 


